
２０２４／０２／２７（火）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

『このくらいは・・・だいじょうぶだろう』
過信と油断は、事故のもと

脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

アイスバーン スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな、転ぶぞ、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

左折の路線バスにはねられ
高齢女性が意識不明の重体

信号、横断歩道のある国道交差点
◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認 ◇

◇『死角』に歩行者あり◇
◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇

２０２４／２／１３（火）
１３日午前１０時５０分ごろ、広島県の信号機や横断歩道のある国道交差点で、左折の路線バスにはねられ高齢女性

が意識不明の重体です。バスには乗員乗客合わせて１０人以上が乗っていましたがケガはありませんでした。現
場は片側２車線の交通量の多い道路です。警察はバスの運転手を現行犯逮捕し事故原因を詳しく調べています。

早朝６時 住宅街の横断歩道のない市道
道路横断中の高齢女性が

軽乗用車にはねられ意識不明の重体
◇住宅地では、ブレーキの上に足を置いた徐行を、習慣づけましょう◇

◇交差点進入時は、構えブレーキの徐行◇
◇前方で・・・何が起こるかわかりません わき見は厳禁◇

２０２４／０２／１３
１３日午前６時２０分ごろ、長野県の住宅街の横断歩道のない市道を歩いて横断していた女性（９０）が、軽乗用車

にはねられ、消防によりますと搬送時、意識がなかったということです。軽乗用車を運転していた女性（４０）に
けがはありませんでした。警察が事故の原因を詳しく調べています。

「女性が車の下敷きになっている」と通報…
早朝６時前 横断歩道 横断していた高齢女性

軽乗用車にはねられ死亡
◇夜間、早朝も道路を横断する歩行者がいます◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
２０２４／２／１３（火）

１３日午前５時４０分頃、長崎県の県道交差点で道路を横断していた高齢女性が直進してきた軽乗用車にはねられ
、全身を強く打ち、意識不明の重体で病院に搬送され、まもなく死亡が確認されました。現場付近には横断歩道
があり、警察が事故の原因を詳しく調べています。通勤通学の時間帯とも重なり渋滞も発生しました。


